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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年７月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和７年３月２１日 １５時頃～３月２２日 ０７時１０分頃

の間） 

発生場所 不明（沖縄県南大東
みなみだいとう

村南大東島南東方沖） 

事故の概要  漁船龍
りゅう

王
おう

丸の船長は、落水して行方不明となり、後日、死亡認定

された。 

事故調査の経過  令和７年４月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で行方不明となり、そ

の後、死亡認定されたため行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 龍王丸、１９トン 

 ＯＮ２－１２６９（漁船登録番号）、個人所有 

 １９.０６ｍ（Lr）×３.８０ｍ×１.６５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、５６９kＷ、昭和６０年１１月２８日 

 第２９６－２７１９１号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ５８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２５年８月１日 

  免許証交付日 令和５年５月２３日 

         （令和１０年７月３１日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 
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 損傷 なし 

 気象・海象 (1) 気象観測値 

   南大東島地方気象台（本船発見場所の北西方約４７海里（Ｍ））

における３月２１日１５時～２２日０７時の観測値は、次のとお

りであった。 

日 時刻 

平均 最大瞬間 

天気 風速 

(m/s) 
風向 

風速 

(m/s) 
風向 

２１日 １５時 5.3 北北西 8.0 北北西 晴れ 

１６時 4.2 北 7.8 北北東 晴れ 

１７時 3.7 北北西 6.4 北西 晴れ 

１８時 2.7 北 5.9 北 晴れ 

１９時 2.5 北 4.3 北 晴れ 

２０時 1.4 東北東 3.2 北東 晴れ 

２１時 0.7 北東 1.4 東 晴れ 

２２時 0.5 南 0.9 南南東 晴れ 

２３時 0.8 南東 1.2 南東 曇り 

２４時 0.6 南東 0.8 南東 曇り 

２２日 ０１時 0.2 静穏 0.6 南南東 曇り 

０２時 0.1 静穏 1.0 南 曇り 

０３時 0.3 南東 0.8 東 曇り 

０４時 0.3 北東 0.8 北北東 曇り 

０５時 0.0 静穏 0.0 南東 曇り 

０６時 0.0 静穏 0.4 東北東 曇り 

０７時 0.3 南東 0.7 東南東 曇り 

(2) 気象庁の日別海面水温における３月２１日及び２２日の解析値 

   海面水温 約２１℃ 

(3) 日没及び日出時刻 

   ３月２１日の日没時刻：１８時２４分頃 

   ３月２２日の日出時刻：０６時１４分頃 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、そでいか旗流し漁の目的で、令和

７年３月１０日１４時２３分頃、沖縄県与那原
よ な ば る

町当添
とうぞえ

漁港を出港し、

南大東島沖に向かった。 

 僚船船長は、３月２１日１５時頃に漁業無線で船長と連絡を取り、

漁況等について話をしたが、１８時頃に再度漁業無線で連絡した際、

船長からの応答がなかった。 

 僚船船長は、２２日の早朝、漁業無線で本船に連絡を試みたもの

の、応答がなかったので、船長の身に何かあったと思い、他の僚船に

知らせるとともに、１１８番通報を行った。 

 知らせを受けた数隻の僚船は、本船の操業海域に向かった。 

 僚船の１隻が０７時１０分頃に南大東島南東方沖約４５Ｍで漂泊中

の本船を発見し、その後、別の僚船の乗組員が本船に移乗したとこ
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ろ、船内は無人であった。 

 船長は、２２日～２６日に海上保安庁の巡視船及び航空機のほか、

僚船によって専従的な捜索が行われたものの発見されず、後日、死亡

認定されたことにより除籍された。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 航行経路図（３月２０日までのＡＩＳ記録の位置をつないだ線） 

 

（付表１ ＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項 (1) そでいか旗流し漁に関する情報 

   そでいか旗流し漁は、夜明けから日没まで行われ、エギ（疑似

餌）の付いた漁具（仕掛けの一端にブイ及び旗竿
ざお

を取り付けたも

の）を船尾部から数十本投入し、しばらく漁具を流した後に揚収

する漁で、舷側に設けられた舷門（魚の獲
とり

入口
いれぐち

）から漁獲物を揚

げるのが一般的である。（図２、写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2) 本船が発見された際の情報等 

  ① 機関は、運転状態で機関操縦レバーが中立の位置であった。 

  ② 船体に衝突痕等の損傷は認められなかった。 

  ③ 簡易型ＡＩＳの電源は入っていたものの、所々記録がなく、

２０日１６時２３分以降の記録はなかった。 

  ④ 船長の携帯電話は、操舵室の中に置かれていた。 

図２ そでいか旗流し漁の状況（概略） 写真２ 舷門の状況 

操舵室 

舷門 

×

南大東島 

北大東島 

沖縄島 

沖縄県 

当添漁港 
（３月１０日 
１４時２３分頃出港） 

３月２０日 
１２時３２分の位置 

３月２２日０７時１０分頃 
無人の本船が発見された位置 

３月１３日 
２３時２８分の位置 

 

３月２０日 
１６時２３分の位置 

３月１２日 
２３時０６分の位置 

３月１２日 
１８時４６分の位置 

３月１３日 
０８時１０分の位置 
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  ⑤ 本船では、小型衛星を利用したインターネット通信サービス

を使用しており、携帯電話の通信エリア圏外においても、ＳＮ

Ｓ等の利用が可能であった。 

  ⑥ 本船の漁具（約５０本）は、ほとんどが本船上に揚収されて

おり、本船が発見された場所の周辺には、５、６本の漁具が揚

収されずに残っていた。（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑦ 本船の操舵室前面の右舷側にある舷門は、甲板上高さが約  

２２cm であり、扉（舷側上端部のみ。船首側の蝶 番
ちょうつがい

による回

転式。）が開いた状態であった。（写真４、５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑧ 舷門横の舷側ブルワークの高さは、甲板上約９５㎝であっ

た。 

  ⑨ 船尾部の舷側ブルワークの高さは、甲板上約９０㎝であり、

船体に固定梯子
ば し ご

や縄梯子は備えられていなかった。（写真６参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 船尾部の状況 

約６２㎝ 約９５㎝ 

約２２㎝ 

写真３ 本船に積載されていた漁具の状況 
（本事故後に整理された状態） 

写真５ 扉を閉じた状態の舷門 

約９０㎝ 

操舵室 

写真４ 扉が開いた状態の舷門（本船発見時） 

舷門の扉 
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(3) 船長に関する情報 

  ① 船長は、そでいか旗流し漁の経験が３０年以上あり、ふだ

ん、本船に１人で乗り組んで操業を行っていた。 

  ② 船長は、ふだん、本船に固型式の救命胴衣を積載していた

が、操業中などに着用していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

不明 

不明 

不明 

(1) 船長の死亡認定等について 

   船長は、行方不明となり、後日、死亡認定された。 

   船長は、３月２１日１５時頃に僚船船長と漁業無線で連絡を 

取った後、２２日０７時１０分頃に本船が無人の状態で発見され

たことから、この間において落水したものと考えられる。 

(2) 本船が発見された際の状況について 

   本船が発見された際の状況は、次のとおりであったことから、

本事故時、本船は漂泊して漁具を揚収中であったものと考えられ

る。 

   ① 機関は、運転状態で機関操縦レバーが中立の位置であっ

た。 

   ② 本船の漁具（約５０本）は、ほとんどが本船上に揚収され

ており、本船が発見された場所の周辺には、５、６本の漁具

が揚収されずに残っていた。 

   ③ 本船は、舷門の扉が開いた状態であった。なお、舷門の高

さは甲板上約２２cm であり、一方、舷側ブルワークの高さは

甲板上約９０～９５㎝であった。 

(3) 船長が落水に至った状況について 

   (2)から、船長は、本船を漂泊させ、そでいか旗流し漁の漁具を

揚収中、舷門の扉を開けた状態で、舷門付近で体勢を崩すなどし

て落水した可能性があると考えられる。しかしながら、目撃者が

おらず、客観的情報も十分に得られなかったことから、船長が落

水に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が南大東島南東方沖において漂泊して操業中、船長

が落水したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型漁船に１人で乗り組む船長は、開口部等の付近で作業を行う

場合、体勢を崩すなどして落水するおそれがあるので、固定物に

つかまるなどし、体勢を崩さないよう十分に注意して落水防止に

努めること。 
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 ・小型船舶の乗船者は、暴露甲板上においては救命胴衣を着用する 

こと。また、落水時等に脱げることがないよう正しく着用するこ 

と。 

 ・小型漁船に１人で乗り組む船長は、防水型携帯電話等を常に身に

着け、落水した際の連絡手段を確保しておくこと。 

 ・小型漁船に１人で乗り組む船長は、落水時の復帰手段として固定

梯子や縄梯子を船体に備えておくことが望ましい。 
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付表１ ＡＩＳ記録（抜粋） 

 

日 
時 刻 

（時:分:秒） 

船  位※ 
対地速力 

（kn） 

対地針路※ 

（°） 
北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

３月１０日 14:20:40 026-11-22.31 127-46-29.23 0.1 292.2 

14:23:42 026-11-22.63 127-46-29.38 0.1 003.9 

14:24:57 026-11-24.82 127-46-29.89 4.4 011.5 

14:25:55 026-11-29.03 127-46-32.01 4.8 018.9 

14:26:56 026-11-34.64 127-46-31.89 6.2 039.4 

16:00:29 026-12-44.20 127-55-55.89 5.8 082.8 

18:00:30 026-11-58.16 128-09-03.23 6.2 092.6 

20:00:29 026-11-07.38 128-21-49.51 5.8 085.5 

22:00:29 026-10-23.23 128-33-55.10 4.8 085.7 

３月１１日 00:05:58 026-10-13.16 128-46-43.73 5.6 100.8 

３月１２日 06:43:31 026-05-31.48 131-22-21.53 4.3 198.6 

18:46:42 026-05-23.63 131-25-38.61 6.5 173.5 

19:00:41 026-03-54.35 131-25-51.05 6.2 178.8 

21:00:13 025-53-37.97 131-31-07.79 5.7 135.2 

23:00:41 025-44-11.55 131-38-40.76 6.1 146.5 

23:06:11 025-43-44.14 131-39-02.68 6.2 149.0 

３月１３日 06:02:21 025-28-15.94 131-43-06.90 4.5 197.3 

08:03:20 025-23-54.03 131-41-50.85 0.7 207.2 

08:10:42 025-23-50.97 131-41-50.56 1.2 187.4 

21:27:58 025-29-18.18 131-42-00.46 4.9 293.3 

23:02:42 025-29-16.12 131-40-24.75 0.2 171.0 

23:28:44 025-29-03.51 131-40-30.08 3.9 328.9 

３月１４日 00:00:14 025-31-05.25 131-39-18.98 0.7 336.9 

02:01:38 025-31-27.61 131-39-56.37 0.8 168.6 

04:25:12 025-29-52.71 131-40-08.06 1.1 140.3 

３月２０日 12:32:42 025-52-07.36 131-16-44.98 6.0 127.7 

14:00:13 025-46-40.79 131-24-23.17 5.4 121.2 

16:02:43 025-38-59.01 131-35-24.44 6.3 126.4 

16:05:11 025-38-49.40 131-35-38.40 6.7 129.5 

16:09:41 025-38-31.17 131-36-03.47 6.7 130.4 

16:23:41 025-37-39.31 131-37-21.71 6.6 122.9 

※船位は、操舵室上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。また、対地針路は真方位である。 


